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カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
お
作
法 

第
十
六
回
Ｃ
Ｏ
Ｎ(

こ
ん)

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
オ
フ
ィ
ス
中
島 

中
島(

み
ず
と
り)

弘
美 

 
グ
ル
ー
プ
や
チ
ー
ム
で
問
題
解
決
を
す
る 

 
 

 
 

 

質
問 

 
 

か
そ
く
く 

 

      

 

●
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
「
自
分
で
自
分
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
」
こ
と 

 

多
数
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
同
席
す
る 

 

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
、
何
か
問
題
を
抱
え
て
い
る
人

と
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
話
し
合
い
を
し
ま
す
。
も
と
も

と
は
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
と
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
一
対

一
の
面
接
が
主
で
し
た
。
の
ち
に
、
家
族
や
カ
ッ
プ
ル

を
対
象
に
面
接
を
す
る
家
族
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
も
お

こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
家
族
面
接
の
方
法
の
な
か
に
、
共
同
治
療
者
と

し
て
、
複
数
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に

か
か
わ
る
ス
タ
イ
ル
が
あ
り
ま
す
。 

家
族
と
直
接
に
面
接
を
す
る
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
、
ワ

ン
ウ
ェ
イ
ミ
ラ
ー
の
後
ろ
で
、
面
接
全
体
を
み
る
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー(

ひ
と
り
あ
る
い
は
複
数)

と
に
、
役
割
を
わ

け
て
、
支
援
す
る
ス
タ
イ
ル
で
す
。 

今
回
、
お
話
し
す
る
グ
ル
ー
プ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
、

そ
の
家
族
面
接
の
発
展
形
で
す
。
特
徴
は
、
多
数
の
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
が
一
度
に
同
席
し
て
、
個
人
あ
る
い
は
、

家
族
の
支
援
を
す
る
ス
タ
イ
ル
で
す
。 

 

進
め
方 

(

次
ペ
ー
ジ
表
の
左
端
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い) 

 
ま
ず
は
、
そ
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
進
め
方
の
説
明

か
ら
始
め
ま
す
。
約
九
十
分
の
面
接
は
、 

Ａ
質
問
時
間 

Ｂ
話
し
合
い
の
時
間 

Ｃ
感
想
発
表
の
時
間 

大
き
く
三
つ
の
流
れ
が
あ
り
ま
す 

 

Ａ
質
問
時
間 

(

四
五
～
六
十
分) 

そ
れ
ぞ
れ
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
一
人
ず
つ
順
番
に

ク
ラ
イ
エ
ン
ト
へ
、
問
題
解
決
に
つ
な
が
る
よ
う
な
質

問
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ト
ー
ク
を
し
て
、
ク
ラ
イ
エ
ン

ト
は
そ
の
質
問
に
こ
た
え
て
い
き
ま
す
。
従
来
の
面
接

の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
で
す
。 

 

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
話
し
合
い
を
オ
ー
プ
ン
に
す
る 

 

Ｂ
話
し
合
い
の
時
間 

(

二
十
五
～
三
十
分) 

次
は
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
全
員
で
、
Ａ
時
間
に
得
ら
れ

た
情
報
を
も
と
に
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
問
題
に
対
し
て
、

自
由
に
話
し
合
い
を
し
ま
す
。
そ
の
様
子
を
す
べ
て
ク

ラ
イ
エ
ン
ト
に
き
い
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
、
ワ
ン
ウ
ェ
イ
ミ
ラ
ー
の
後
ろ
で
話
し
合

い
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
を
オ
ー
プ
ン
に
す
る
の
で
す
。

事
例
検
討
会
に
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
自
身
も
参
加
す
る
よ

う
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
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エクササイズ リフレクティングチーム体験 

生活において自分自身が実際に困っていることや職場の小さな事例を取りあげて、グループの力を借りて問題解決を体験する！ 

リフレクティングチーム体験で得られること  １ 複数の人の力を借りて問題解決する方法を知る 

２ 言葉かけや質問の仕方のトレーニング 

３ 事例検討の方法を知る 

４ クライエント体験ができる 

参考文献「ナラティヴ・セラピー〜社会構成主義の実践〜」シーラ・マクナミー、ケネス・ガーゲン編 金剛出版 1997

 時間 クライエント（エピソード提供）役 1 名 カウンセラー（面接者）役 他全員 

A 

クライエ

ントさん

の 

相談内容

確認と 

質問時間 

 

 

 

 

 

45 

~ 

60 

分 

 

 

 

 

8 分 

Ａ1 相談内容=グループのメンバーに話してもかまわ

ないと思う少し困ったこと、事例について簡潔に

話す 

例）「朝、なかなか起きられないのでそのことをみ

なさんに相談します」 

Ａ2 どうしてその内容を取りあげたのかの理由を 

説明する。 

例）私がよく陥るパターンである 

    いろいろな人の意見をききたい 

     具体的な方法対策を望んでいる  

Ａ3  質問スタート  

カウンセラーからの質問に順番にこたえる 

 

 

 

 

 

Ａ3 カウンセラーは、決められた時間まで、ひとり一問ずつ

順番にクライエント役に質問をしていく。 

クライエントさんが、 

☆どのようなことを話したがっているのか、 

解決力を引き出すにはどうしたらいいのかを 

想像しながら工夫をして質問をする 

例 a）これからどのようになっていったら良いと思いま  

すか？ 

例 b）最も恐れていること、心配していることは、 

どんなこと、どうなることですか？                                                                           

例 c）これまでためしてみたことで、少しでも役に立った 

こと、効果があったことはどんなことですか？ 

例 d）今よりもひどくならないようにするためには、 

何に気をつけたら良いと思いますか？ 

 

  

 

B 

カウンセ

ラー全員

での 

話し合い 

の時間 

 

 

 

25 

~ 

30 

分 

 

5 分 

B1 グループから少し席を離れて座る 

B2 カウンセラー役の話し合いを黙って聞きながら、 

内面に浮かんでくる思い、考え、ひらめきなどを 

しっかりと確かめる。（うなずかない、） 

 

 

 

B2 クライエントさんが聴いていることを前提に、クライエン

トの問題についてカウンセラー役全員で自由に話し合

う。 

（順番は関係なしのフリーディスカッション） 

共感したところ、クライエントさんの良い点、うまくいっ

ている点、具体策、経験談、社会資源の提供など。 

（クライエントさんに話しかけないこと、追加で質問しない） 

C 

クライエ 

ントさん 

の感想発 

表の時間 

 

5 

~ 

10 

分 

1 分 

C1 話し合いをきいて感じたこと感想を自由に話す 

  

C1 カウンセラー役の話し合いのどの部分が役に立ったのか

を確かめながら、感想を黙ってしっかりときく 

(話を付け加えたりしない、念を押したりしない) 

リフレクティングとは「聞いたことを

理解し反応する前に考える」の意味 

 

   ① 

⑤       ② 

④    ③ 

   ① 

⑤    ② 

④    ③ 

   ① 

⑤ ② 

④ ③ 

①    クライエント役 

②③④⑤ カウンセラー役 
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『
グ
ル
ー
プ
や
チ
ー
ム
で
問
題
解
決
を
す
る
』 

 
 

 
 

 
 

 

リ
フ
レ
ク
テ
ィ
ン
グ
チ
ー
ム
体
験 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

    

      

 

●
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
「
自
分
で
自
分
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
」
こ
と 

 

リ
フ
レ
ク
テ
ィ
ン
グ
チ
ー
ム
と
は 

 

少
し
言
葉
の
説
明
を
付
け
加
え
ま
す
。 

多
数
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
こ
と
を
リ
フ
レ
ク
テ
ィ

ン
グ
チ
ー
ム
と
い
い
ま
す
。 

リ
フ
レ
ク
テ
ィ
ン
グ
と
は
、
「
聞
い
た
こ
と
を
理
解

し
、
反
応
す
る
前
に
考
え
る
」
の
意
味
で
、
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
は
リ
フ
レ
ク
テ
ィ
ン
グ
を
意
識
し
て
、
発
言
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

こ
の
リ
フ
レ
ク
テ
ィ
ン
グ
チ
ー
ム
の
話
し
合
い
を

き
い
て
い
る
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
は
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
た
ち

が
問
題
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、
ど
の
よ
う
な
リ
ソ

ー
ス
を
発
見
し
、
解
決
の
た
め
の
ア
イ
デ
ア
や
プ
ラ
ン

を
も
っ
て
い
る
か
に
耳
を
傾
け
ま
す
。 

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
考

え
て
発
言
を
し
た
点
も
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
に
と
っ
て
、

す
で
に
承
知
し
て
い
る
こ
と
や
、
何
も
役
に
立
た
な
い

と
感
じ
る
意
見
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
る
い
は
、
反
発

を
招
く
よ
う
な
意
見
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
有
益
か
否
か

に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
前
で
明

ら
か
に
し
ま
す
。 

以
前
、
家
族
の
前
で
対
立
意
見
を
意
図
的
に
表
面
化

す
る
『
グ
リ
ー
ク
コ
ー
ラ
ス
』
と
い
う
技
法
が
あ
り
ま

し
た
。
が
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
を
前
に

し
て
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
同
士
が
、
思
い
の
ま
ま
、
そ
の

ま
ま
を
話
し
合
う
の
で
す
。 

 

Ｃ
感
想
発
表
の
時
間(

五
～
十
分) 

 

ク
ラ
イ
エ
ン
ト
は
Ｂ
の
話
し
合
い
を
聞
い
て
、
感
じ

た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
を
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
対
し
て
、

自
由
に
述
べ
て
、
面
接
は
終
了
し
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
あ
れ
ば
、
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
意
見
、
あ
る
い
は
共
同
治
療
者
と
と
も
に
ま

と
め
ら
れ
た
意
見
を
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
に
話
す
た
め
、
見

方
が
偏
る
マ
イ
ナ
ス
点
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

そ
の
上
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
上
で
、

ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
従
う
と
い
う
よ
う
な
関
係
を
作
り

出
す
こ
と
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

し
か
し
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
ク
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
意
見
を
耳
に
す
る
こ
と

で
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
自
身
が
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
考
え

る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
そ
の
内
容
を
取
捨
選
択
し
な
が

ら
、
解
決
や
改
善
に
役
立
て
ら
れ
る
の
で
す
。
き
わ
め

て
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
主
体
性
が
発
揮
さ
れ
る
の
で
す
。
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リフレクティングチームを体験するエクササイズの手順 

 

1 グループ分け 5～7人ずつのグループを作る 

7 名以上になると人数が多すぎて話し合いがしにくい。3名以下だといろいろな意見が出にくい。 

人数が多い時は、クライエント役、カウンセラー役以外はオブザーバー(観察する)役になる。 

2 役割を決める  

クライエント(エピソード提供者)役 1 人  

カウンセラー(相談支援員)役 ４〜6人 クライエント役以外の全員 

多人数の場合は、オブザーバー役  

A質問時間のはじめにクライエント役の相談内容確認する 

・クライエント役は相談内容=所属グループのメンバーに話してもかまわないと思う、自分が本当に困っ

ていること、事例について、思い浮かべる。 

・相談内容を簡潔に話す 

例) 朝、なかなか起きられないのでそのことを相談します。 

・どうしてその内容を取りあげたのか、何を得たいと思っているのかの内容を説明する。 

例) 私がよく陥るパターンである /いろいろな人の意見をききたい  

具体的な方法対策を望んでいる等 

Aの質問 スタート  

カウンセラー役からの質問にクライエント役は順番にこたえていく   以下 B C へ移る 
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『
グ
ル
ー
プ
や
チ
ー
ム
で
問
題
解
決
を
す
る
』 

 
 

個
人
面
接
や
家
族
面
接
よ
り
も
効
果
を
実
感
す
る
！ 

 
 

 
 

 
 

          
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

      

 

●
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
「
自
分
で
自
分
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
」
こ
と 

 

リ
フ
レ
ク
テ
ィ
ン
グ
チ
ー
ム
エ
ク
サ
サ
イ
ズ 

 

対
人
援
助
学
会
第
十
一
回
研
究
会
で
、
こ
の
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
を
と
り
あ
げ
、
参
加
者
の
方
々
に
体
験
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

リ
フ
レ
ク
テ
ィ
ン
グ
チ
ー
ム
体
験
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

で
得
ら
れ
る
こ
と
は
、
次
の
４
点
で
す
。 

１
複
数
の
人
の
力
を
借
り
て
問
題
解
決
す
る
方
法
を

知
る 

２
言
葉
か
け
や
質
問
の
仕
方
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ 

３
事
例
検
討
の
方
法
を
知
る 

４
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
体
験
が
で
き
る 

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
す
る
際
は
、
本
来
の
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
の
約
五
分
の
一
の
時
間
を
目
安
に
し
て
す
る
と
、

全
員
が
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
役
と
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
役
を
体

験
で
き
ま
す
。
実
際
に
そ
れ
ぞ
れ
の
役
を
や
る
こ
と
で
、

グ
ル
ー
プ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

Ａ
質
問
時
間 

(

８) 

分 

Ｂ
話
し
合
い
の
時
間 

(

５)

分 
 

Ｃ
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
感
想
を
き
く
時
間 

(

１)

分 

 

最
初
に
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
役
の
人
は
、
生
活
に
お
い

て
さ
さ
や
か
な
こ
と
だ
け
れ
ど
、
自
分
自
身
が
実
際
に

困
っ
て
い
る
こ
と
や
職
場
の
小
さ
な
事
例
を
取
り
あ

げ
て
、
簡
潔
に
話
し
ま
す
。 

さ
ら
に
、
ど
う
し
て
そ
れ
を
取
り
上
げ
た
の
か
、
何

を
得
た
い
の
か
に
つ
い
て
の
話
を
し
ま
す
。 

以
下
、
グ
ル
ー
プ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。 

参
加
者
の
感
想
か
ら 

 

体
験
し
た
人
の
感
想
は
、 

・
い
ま
ま
で
、
考
え
て
も
み
な
か
っ
た
意
見
も
き
け
て
、

参
考
に
な
っ
た
。 

・
ひ
と
り
で
考
え
て
い
る
と
き
に
比
べ
る
と
問
題
に
対

す
る
考
え
方
が
短
時
間
で
広
が
っ
た
。 

・
ど
の
よ
う
に
質
問
を
し
た
ら
効
果
的
な
の
か
、
そ
の

練
習
に
な
っ
た
。 

・
職
場
の
事
例
検
討
の
と
き
に
や
っ
て
み
た
い
。 

・
社
会
福
祉
士
の
授
業
の
ワ
ー
ク
で
や
り
ま
す
。 

以
上
の
よ
う
に
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
は
、
多
数
の
支
援

者
や
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
コ
メ
ン
ト
を
受
け
取
る
と
触

発
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
グ
ル
ー
プ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

の
効
果
を
実
感
で
き
る
と
考
え
ま
す
。 
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CON子さん 心理カウンセラー 

 

わかりにくい言葉の説明 

ワンウェイミラー → 面接室の隣に別室があり、その別室から鏡を通して面接室の様子を

みることができる、見ることができるのは一方側からのみ。マジックミラーともいう。 

社会構成主義の見方 → 「当たり前とされる現実が実はわれわれがつくりだしたものであ

る」という見方 

リフレクティング → 「聞いたことを理解し、反応する前に考える」の意味 

ソリューショントーク → 解決に焦点をあてた話し合い。どのようにすれば解決に結びつ

くのかを考えていく。対称となるのはプロブレムトーク。何が原因で、問題であるかに焦点

をあてた話し合い。 

グリークコーラス → Greek chorus ギリシアコーラス 家族療法において、ワンウェ

イミラーの後ろにいる共同治療者が、面接をしている治療者や家族に対して、ダイレクトな

メッセージをすることが、家族変化を促進すると考えられる方法。ギリシャ演劇で登場する

合唱から名づけられた。 

                        

 

 

リフレクティングチームに関しては、聞きなれない言葉が多

くでてきます。それをまとめました。 

 

はてな子さん カウンセリング初学者 

 

ちょっと、むずか

しい気がする、、、 


